
こんにちは、はじめまして、三浦喜美子と申します。ご縁をいただき、ありがと

うございます。私は、NPO法人ハートオブミラクルという団体で、ドキュメンタリー

映画を配給しています。私は、みなさんにハートオブミラクルの映画をお届けして、

より素敵な生き方をしてもらえたらいいなと思って活動しています。

ハートオブミラクルのドキュメンタリー映画『1/4の奇跡』は、9年間で世界19

カ国（日本、アメリカ、カナダ、オーストラリア、ニュージーランド、中国、ペ

ルー、ネパール、南アフリカ、イギリス、ドイツ、 フランス、ガーナ、インド、ルー

マニア、ブルガリア、タイ、オーストリア、カンボジア）で上映され、 18万人の

方にご覧いただいています。

私は、その上映会の開催時に、日本各地、時には世界の様々なところに行き、多

くの人にお会いします。 みなさんには、私が今までに出会った人の中の３人のお

友達をご紹介します。そのお友達のいろいろな見方からみえる「幸せな生き方」

についてお話させてください。

その前に、ちょっと、みなさんにお聴きします。 みなさんは、トイレットペーパー

を、どんな形に想像しますか？丸ですか？四角ですか？中には、ドーナツ型とい

う人もいるでしょう。また円柱も思い浮かんだり、トイレットペーパーホルダー

の形も含んで想像した人もいたりしたら、すごいです。

なぜ、こんなに沢山のこたえが出てくるのでしょうか？それは、人それぞれ違う

「見方」をもっているからです。みなさんの中の「見方」を見つめるきっかけに

なれば、うれしいです。

まず一人目は、この映画がご縁で出会った女の子のお話をしたいと思います。そ

の子をＡさんとします。 映画を見てから数日たってＡさんは私に連絡をくださり、

お会いすることができました。 沢山話してくれたことは、このようなことでした。

・Ａさんは友達が多く、周りの人が喜んでいる顔を見ると、とても嬉しくて幸せ

 な気持ちになること

・Ａさんが何かを行動したことで、喜んでくれたなら、さらに幸せだと感じること

・友達との中で、ちょっと嫌だなぁ～と思ったとしても、Ａさん自身が我慢すれば

  いいと思って過ごしていること

・毎日、学校が楽しくてたまらないこと

・でも一人になると、「あ～あ、つまんない、大嫌い、嫌だ、さみしい、辛い、

  私って何？」とか 無意識のうちに独り言を言っていることに気が付いたこと

・こんなダークな言葉が出る自分は、きっと変なんだと、ひとり悩んで苦しんで

  いたこと

・そして…この映画を見てからは、この独り言がぴたっと出なくなったこと

私はずっとＡさんの話を聴いていました。もう何も言わなくなったかな？と感じ

た時に聴いてみました。 なぜ『1/4の奇跡』を見てからは、その独り言は、なくなっ

たの？と・・・

Ａさんのこたえは、「自分が自分のことを、初めて大切な存在だという事がわかっ

たから」でした。

私は、Ａさんの背景が知りたくて、何があったのかと聴いてみました。彼女は喧

嘩の絶えない両親のもとに育ち、後の両親の離婚は自分のせいだと、ずっと責め

ていたそうです。そんな自分の存在が嫌でたまらなかった日々、唯一の心のより

どころは学校の友達たちで、自分のおどけた姿に笑ってくれたら、それが満足だっ

たこと、友達たちの中に自分の存在価値を見出していたことを話してくれました。

しかし自分は我慢ばかりしていて、無意識のうちに出る独り言は、そんな自分を

解放させるために言っていると気付きはじめたころに、『1/4の奇跡』と出会った。

見終わった時に、今までに感じていた疑問がすべて解けたように思え、家に帰って、

ボーっとしていたら、見ている景色が一瞬にして変わるほど、 はっとしたそうです。

その理由として「仲がわるい両親を出会わせてまで、今こうして、生まれ存在し

ているということは、“自分は望まれて、希望に満ちてこの世界に生をうけたのだ”

と、心の中に響いてきた」と言っていました。

「自分は本当に大切な存在であって、ありのままの私でも大丈夫だ」と、初めてＡ

さん自身のことを認めることができ、とても幸せな気持ちになった。そして、今

までとは違う感覚で、両親や周りの人の幸せを、 心から祈る想いがあふれ、涙が

止まらなかったことを話してくれました。

Ａさんの心の成長には、続きがあります。 

今まで、自分よりも周りの人の気持ちを尊重して生きてきたＡさんが、周りの人

と意見が合わなくなった時に、自分を大切にしながら、一緒に生きていくには、

どのようにしていたと思いますか？

みなさんはどうですか？ 一緒に生きていく仲間、例えば学校生活で、何かを決め

なければいけない時は多いですよね？意見が合わないこともあるでしょう。そん

な時って、どのように自分と周りの人との折り合いを決めていますか？

ひとつの意見が優先されたその時に、別の意見を言おうものならば、あの人は変

よね？とか周りの人から言われてしまったり、言われなくてもそんな空気になっ

てしまうから、言えなくなったりしませんか？

ところで、「好きな色は何？」とみんなに聞いたとすると、それぞれに好きな色を

言っても、誰も何も責めたりはしませんよね？つまり自由に意見を言ってもいい

と、みんなが知っているはずです。しかし普段の会話の中でも、自由に話すこと

ができなくなることってありませんか？なぜなのでしょうか？

それは、きっと、だれかが、自分のエゴ（損得）で物事を進めてしまった時に、

何も言えなくなってしまうのではないでしょうか。なんだか自分も周りの人も、

圧迫されたような気持ちになったりして・・・

解決するために、みなさんにもお勧めなのが、“自分の中に、もう一人の自分をお

く”ことです。 みなさん、想像してみてください。その圧迫されたような気持ち

を感じる時って、自分の中でも、どうしたらいいのか、わからないまま、何にも

無かったことのようにしてしまうことって、ありませんか？ そんなときには、“何

だか、わからない”その気持ちをちょっと感じてみてください。

すると、今自分は、“嬉しいとか、モヤモヤするとか、何か変だなという気持ちだっ

たんだ”などといったことに気がつきます。それに気がついたら、今度は、もう

一人の自分が、自分に問いかけてみてください。

何が嬉しかったの？とか、何がモヤモヤしたの？とか、なんで変だという気持ち

になったの？とか、自分はどうしたいの？とか。その問いかけに対して、自分の

こたえが“これだな”って納得することができたら、その感情や想いを仲間と分

かち合えたり、時には、もうこの感情は“これで終わり”と自分で完了したり。

また完了して手放すことができたならば、その感情の“何だか、わからない”も

のに、ずっと心を奪われることなく、次へ進むことができます。

さらに、気づいた気持ちや自分の考えが、みんなのためなのか、または自分のエ

ゴ（損得）のためなのかも、自分の心を深く探っていけたら、あなたの未来は、

さらに面白いことになるかと思います。 なぜ面白いことになるの？って、体感し

てみて、そのこたえは自分でみつけてください。

久しぶりに会ったＡさんは、今お話したことを、しっかり体感されていて、Ａさん

なりのこたえを見つけていました。「日々、自分の気持ちを誠実にとらえることが

できるようになった」と話してくれました。 Ａさんのいろいろな見方は、Ａさんを

次のステージへと進ませることになります。

ここで、Ａさんの生き方が変わるきっかけになった映画の一部を紹介します。

映画“1/4 の奇跡”は元養護学校の先生のかっこちゃん（山元加津子さん）が子

ども達とのふれあいの中で感じることをメッセージにしている映画です。

大ちゃん（原田大助さん）は小学校6年の時に、かっこちゃんのいる学校に転校

してきました。当初は、かっこちゃんとも目を合わせず、いつも壁の方を見て何

かブツブツ言っていました。時間をかけて、かっこちゃんが大ちゃんとお友達に

なった時、大ちゃんはかっこちゃんに心を開き始めました。そのころ彼は、いつ

もノートに文字みたいなものを書いていたそうです。それば、小さなくちゅくちゅ

とした形で、 周りの人は、読むことはできませんでした。

ある日、かっこちゃんは大ちゃんのためにワープロを学校に持ってきました。機

械が大好きだった大ちゃんは、すぐに使いこなすことができるようになって、文

字をうてるようになりました。大ちゃんは、文字というものは、人に想いを伝え

ることができるという事をわかりました。

 

それからは大ちゃんの中で表現したいことを、詩を通じていろいろと語りはじめ

ます。大ちゃんから流れ出てきたのは、心を深く揺さぶる言葉の数々でした。一

部を紹介させてください。

しそうとか、 嬉しそうとか、その表情から感じることがあるから、こんな風に席

を代わることは、 たいしたことじゃない。 みんなが気持ちよく生きることに繋が

るし、自分も人も温かい気持ちになるんだ」と。

Ｂさんは、まわりの人を、自分の中に感じて生きているんだなぁと、思いました。

私たちは、まわりの人の幸せな様子を感じると、自分もさらに幸せになります。人っ

てそんな生きものだと思うのだけど、 つい自分のエゴ（損得）が出るときがあり

ます。

エゴがわるいわけではなく、この気持ちを感じて、手放せたのなら、もっと楽に、

楽しく生きていけるんじゃないかなとＢさんから感じました。Ｂさんの見方は、“周

り人を含んだ見方”をしていました。

最後、三人目に紹介したい友達がいます。里見英則くんという、とても素敵な詩

をつくる人です。そのお友達は、重度・重複障がいをもっているといいます。私は、

正直、障がいっていう言葉がしっくりきません。何をもっての障がいというのだ

ろうかといつも思っています。

友達は、自分がしたいように動くことはできません。自分の気持ちとは関係なく、

勝手に声がでたり、 勝手に体が動いたりするので、その様子をみた人たちは、想

いや言葉がない人、理解しあえない人、悲しいことに知能が低い人と思われてし

まう場合があります。とても悲しいです。

 

しかし私たちは、彼らが言葉や想いがあることを知っています。いろいろな方法

を使って、コミュニケーションをとります。その方法としては、彼らの指を、ふ

んわりと支えていれば、私の手のひらに文字を書いてくれます。一文字一文字を

ゆっくりと書いてくれて、お互いにお話ができます。

また、レッツチャットという装置を使っても会話をします。“あかさたな、はまや

らわ”と機械が読み上つづげる中から一行を選びながら、一文字づつ綴って、文

章をつくり、お話をするができます。

私たちは、多くの人が使っている方法だけが、コミュニケーションをとるための

方法と思っているかもしれません。話ができることだけがコミュニケーションの

方法ではないし、見えていることだけが、その人のそのままの姿でもないかもし

れないことを、みなさんに知ってほしいのです。

冒頭にトイレットペーパーの形を聴いてみたように、人はみんな自分の「見方」

をもっていて、それを広げたり、違う角度から見たりできます。みんなは必ずし

も同じ見方をしているとは限らないですし、 みんなが違ってよくて、違うからお

もしろい。

また、何か１つの見方が正しいとか正しくないとかではなく、みんなそのままで

いいのだと気づいたなら、心の中にわだかまりをもつこともなく、自分も周りの

人もさわやかに、かろやかに、いい人生を生きていけると、心から思います。

今の季節だと、風のここちよい冷たさや陽の温かみを感じとれるでしょう。皆さ

んは幸せを、どんなときに、どのように感じますか？

最後になりましたが、里見英則くんの詩をご紹介いたします。

今年の 7月には、『Ｄｒｅａｍｓ』という、学習会サロン自作作品集ができます。

みなさんが幸せでありますように、心からお祈りしています。どうもありがとう。

三浦喜美子

やまもと かつこ

はらだだいすけだい

「僕が生まれたのには理由がある 

 生まれるってことには 

 みんな理由があるんや」

「さびしいときは心のかぜです。 

 せきして、はなかんで 

 やさしくして ねてたら　１日でなおる」

「僕は僕やから  大切にできる  

 僕は僕やからがんばれる  

 僕が僕やから 好きになれる」

「葉っぱだって 石ころだって 

 そこにあるだけで 

 心を動かす力がある 

 それが“ある”ということなんかな」

「僕だってそこに“ある” 

 “ある”ものはみんな大切なんや」

「戦車と兵器とピストルと・・・ 

 いらんもん何でつくるんやろ」

『さびしいときは、心のかぜです』原田大助、山元加津子 共著 樹心社 書籍引用

二人目に、女の子のことを紹介させてください。その子をＢさんとします。 Ｂさ

んが素敵だなって感じたのは、電車の中でした。

私とＢさんで座っていたら、次の駅でおばあさんが乗り込んでこられました。Ｂさ

んはおばあさんに気がつくと、すぐに自分の席を譲りました。この日は朝から動

きっぱなしだったので、Ｂさんはとても疲れていたはずなのに、そんな自分のこと

は全く気にしない様子に、私はびっくりして聴いてみました。 大丈夫？かなり疲

れているよね？って、まわりには、寝たふりをする人もいるのに・・・

すると、Ｂさんはこんなふうに言いました。

「目の前のおばあさんにお席をゆずることで、遠く離れて住んでいる大好きな私の

おばあちゃんに、 誰かがお席を譲ってくれるかもしれないもん。まわりまわって…」

「それと夜寝るときに、やっぱりお席を代った方がよかったって心に残るよりも、

ずーっと気持ちがいいもん」と素敵な笑顔でこたえてくれました。 

そして、こんなことも話してくれました。

「電車の中で前に座った人や、道で通り過ぎた知らない人でも、楽しそうとか、悲

さとみひでのり

『Ｄｒｅａｍｓ』　学習会サロン自作作品集　より

「ぼくの道」里見英則

ぼくは 楽しいことが大好きだ　　ぼくの生きる道は　なぜかけわしい 
だけど ぼくには 詩（うた）がある

ぼくたちみんな　心の中に詩（うた）がある
ぼくたちの詩（うた）は　生きるための詩（うた）

けわしく　つらい　道だけど　希望のひかり　見えるから
心の中で　うたうんだ　うたえば　つらい道のりも　楽しく　明るく　生きられる

ぼくたちにできること　それは　心の中でうたうこと

ぼくの道は　詩（うた）で明るくてらされる　ぼくの道　これからもきっとつづくさ
心の中に詩（うた）があるから

※ぼくは心の中で詩（し）を作り、それを生きがいに生きてきました。 
その事を、詩（うた）にして、ナミさん（友達）の声で聞きたかったので作りました。


